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　自分だけは大丈夫、と信じている高齢者が多く見られ、人ごとと考えている場合が多く見られる。
自分自身にも起きるかもしれない、という危機感を持てる広報が必要と考えられる。

助成受給団体 河北地区防犯協会連合会

事業の名称 高齢者に対する被害防止活動の推進

実施期間 平成24年8月1日～　平成25年2月28日

事業内容

事業の成果

今後の課題

１　高齢者に対する防犯講話の実施
　　管内居住の高齢者を対象に「振り込め詐欺防止対策チラシ」を活用し防犯講話を実施した。
２　仮設住宅内における高齢者の事故防止キャンペーンの実施
　　仮設住宅入居者を対象としたキャンペーン、仮設住宅の個別訪問を実施、
　　高齢者に各種事故防止を呼び掛けた。

　管内には高齢者世帯が多く、振り込め詐欺、悪質な訪問販売、空き巣等の侵入盗、ひったくり、
交通事故等、各種事件事故が懸念される。
　平成２４年８月には管内に住む６０代の女性が特殊詐欺により８０万円の被害に遭っている。
　更に、オレオレ詐欺と見られる電話に関する相談も寄せられており、地道な広報活動が必要とさ
れている。
　そのため、地域の行政区単位で行われる会合等におけるミニ広報や、仮設住宅を個別訪問する
などし、身近な事件として捉えてもらうよう広報を実施した。
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